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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
旧
統
一
教
会
等
と
政
府
と
の
関
係
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
な
ん
ら
か
の
か
か
わ
り
」
の
範
囲
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
か
つ
、
関
係
す
る
資
料
の

保
存
期
間
が
経
過
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
及
び
調
査
に
膨
大
な
作
業
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
網
羅
的
に
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
が
、
御
指
摘
の
「
か
か
わ
り
」
の
う
ち
、
平
成
三
十
一
年
四
月
か
ら
令
和
四
年
三
月
ま
で
の
間
に
お
い
て
、

内
閣
府
、
宮
内
庁
及
び
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
六
十
四
条
の
表
に
掲
げ
る
委
員
会
等
、
国
家

行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
別
表
第
一
に
掲
げ
る
省
等
並
び
に
会
計
検
査
院
（
以
下
「
府
省
等
」
と

い
う
。
）
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
「
以
下
の
団
体
」
が
主
催
す
る
行
事
等
に
対
す
る
後
援
名
義
の
使
用
許
可
若
し
く
は
府
省

の
長
の
名
を
冠
し
た
賞
（
以
下
「
大
臣
賞
」
と
い
う
。
）
の
交
付
許
可
を
行
っ
た
事
例
、
又
は
大
臣
賞
を
御
指
摘
の
「
以
下

の
団
体
」
に
対
し
て
授
与
し
た
事
例
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
各
府
省
等
に
お
い
て
、
所
管
す
る
独
立
行
政
法
人
等

及
び
日
本
銀
行
が
、
御
指
摘
の
「
以
下
の
団
体
」
が
主
催
す
る
行
事
等
に
対
す
る
後
援
名
義
の
使
用
許
可
を
行
っ
た
事
例
は

把
握
し
て
い
な
い
。 

二
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

お
尋
ね
は
、
各
国
務
大
臣
、
各
副
大
臣
及
び
各
大
臣
政
務
官
個
人
の
政
治
活
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お

答
え
す
る
立
場
に
な
い
。 


